施設処遇会議　議事録

と　き：H18.9.4　13:30～15:00

ところ：青山荘地域交流室

　出席者：C.O.O・村田I.O.O・清水G.O.M・秋山Ｇ.Ｏ.M・

長谷部Ｇ.Ｏ.M・小田・佐々木(優)・小松・

金澤・山田・三浦・摩尼・佐々木(真)・小笠原・末政・原

　　　　　　　　　(欠席者：江刺家I.O.O・壬生)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　録：山口

議題

板橋利美様（青山荘入所希望者）のケース検討について

病名：統合失調症　

経過：八戸市民病院入院中の方で、八戸市民病院PSWからの紹介。同PSWから情報提供を依頼するとともに、本人・本人の兄様との面談・生活状況調査を行う。その後、入所生活訓練により様々な機会を提供する事で効果的な回復が出来るのではないかとの期待とともに、地域援助の可能性も視野にいれて入所可能かどうかを青山荘職員で検討。

対応：①本人の現状能力と家族支援があれば地域生活が可能であること②施設入所により逆に本人の能力が低下しかねないことから入所不可であることを兄様・八戸市民病院PSWに説明し、ケース終了となる。

　＜問題点＞

1 本人には、生活訓練施設の役割の一つであるADLの向上よりも、QOL向上の必要性が考えられる為、デイケアや地域生活援助を活用した支援方法が適切だったのではないか。

2 本人の入院中に市民病院PSWや福祉事務所の生活保護ワーカーが、アパートを探すなどの退院に向けた支援をもっと積極的に行うことができたのではないか。

3 相談票から、兄様としては「退院により以前のようにまた面倒なこととなっては困る為、施設入所させて周囲から本人を監視したい」との気持ちがあったと推測できたのではないか。

4 PSWからの情報提供書の不備

→治療経過、精神科転科の詳細な理由、心不全の治療についての記述、青山荘を兄様に紹介した明確な意図が情報提供されていない。

5 施設見学は、施設入所が適切かどうかを判断してから行うほうが妥当だったのではないか。

＜評価＞

　　今回のケースは、本人の生活歴などから判断し、施設入所ではなく地域生活援助を受けながら地域生活を送ることが妥当。施設入所の場合は、生活訓練で様々な機会を提供する事で以前のQOLに戻すことを目的とした短期入所であれば良いのではないか。ただし、その際は本人の施設入所・生活訓練に対する意思を尊重することが必要である。

　　PSWには、情報提供書・面談などケースから様々な情報を読み取る力が必要。それとともに、施設入所の必要性の吟味・検討、本人のできる所とできない所の判断を養うことが求められる。そのためには日頃から家族・本人とPSWとの関わり合いが大切である。

